
(57)【要約】

　【課題】従来の調理方法では、調味液の食品への染み

込み状態をよくすることによって、調味液の染み込みや

すい食品を調理する場合には調味液が食材に染み込みす

ぎて、出来上がった調理物は塩分や糖分が過多となって

しまう傾向があった。

　【解決手段】食品を加熱することにより９５℃～２０

０℃の温度に加熱する加熱工程２９と、それを一定時間

維持する沸騰維持工程３０と、沸騰維持工程３０後、冷

却を行う冷却工程３１と、冷却工程３１後に６０℃～８

０℃の温度で一定時間維持する保温維持工程３２とを有

し、前記沸騰維持工程３０と前記冷却工程３１と前記保

温維持工程３２とを食品の種類によって制御することに

よって、食品の種類に応じて最適な調理工程時間を制御

する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 前 記 加 熱 工 程 に 続 い て 食 品 を
９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 工 程 と 、 前 記 沸 騰 維 持 工 程 に 続 い て
食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却 す る 冷 却 工 程 と 、 前 記 冷 却 工 程 に 続 い て ６ ０ ℃ ～ ８
０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 保 温 維 持 工 程 と を 有 し 、 前 記 加 熱 工 程 お よ び 前 記 沸 騰 維 持
工 程 お よ び 前 記 冷 却 工 程 お よ び 前 記 保 温 維 持 工 程 の 各 工 程 時 間 を 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御
す る 調 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 加 熱 工 程 の 前 に ０ ℃ ～ １ ０ ℃ の 温 度 で 冷 却 保 存 す る 保 存 工 程 と を さ ら に 備 え た 請 求 項 １
に 記 載 の 調 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 保 温 維 持 工 程 の 後 に ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 に 加 熱 す る 再 加 熱 工 程 と を さ ら に 備 え た 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 調 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 加 熱 工 程 と 沸 騰 維 持 工 程 と 冷 却 工 程 と 保 温 維 持 工 程 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て
、 さ ら に 食 品 の 重 量 に よ っ て 制 御 す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 調 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 加 熱 工 程 と 沸 騰 維 持 工 程 と 冷 却 工 程 と 保 温 維 持 工 程 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て
、 さ ら に 食 品 の 温 度 に よ っ て 制 御 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 調 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 断 熱 構 造 で 構 成 さ れ た 調 理 室 と 、 前 記 調 理 室 内 に 収 納 さ れ た 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の
温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 に よ っ て 加 熱 さ れ た 前 記 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０
０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 手 段 と 、 前 記 沸 騰 維 持 手 段 に よ っ て 沸 騰 維 持 さ れ
た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却 を 行 う 冷 却 手 段 と 、 前 記 冷 却 手 段 に よ っ て 冷
却 さ れ た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 保 温 維 持 手 段 と 、 前 記 加 熱
手 段 お よ び 前 記 沸 騰 維 持 手 段 お よ び 前 記 冷 却 手 段 お よ び 前 記 保 温 維 持 手 段 の 各 作 動 時 間 を
前 記 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た 調 理 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 加 熱 手 段 に よ っ て 食 品 を 加 熱 す る 前 に 、 ０ ℃ ～ １ ０ ℃ の 温 度 で 冷 却 保 存 す る 保 存 手 段 と
を さ ら に 備 え た 請 求 項 ６ に 記 載 の 調 理 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 保 温 維 持 手 段 に よ っ て 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 し た 後 に ９ ５ ℃ ～ ２
０ ０ ℃ の 温 度 に 加 熱 す る 再 加 熱 手 段 と を さ ら に 備 え た 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 調 理 機 器
。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も 加 熱 手 段 と 沸 騰 維 持 手 段 と 冷 却 手 段 と 保 温 維 持 手 段 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て
、 さ ら に 食 品 の 重 量 に よ っ て 制 御 す る 制 御 装 置 を 備 え た 請 求 項 ６ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 調 理 機 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も 加 熱 手 段 と 沸 騰 維 持 手 段 と 冷 却 手 段 と 保 温 維 持 手 段 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て
、 さ ら に 食 品 の 温 度 に よ っ て 制 御 す る 制 御 装 置 を 備 え た 請 求 項 ６ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 調 理 機 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 断 熱 構 造 と し て 、 ウ レ タ ン 発 砲 材 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ か ら １ ０
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 調 理 機 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 断 熱 構 造 と し て 、 真 空 断 熱 材 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ か ら １ ０ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 調 理 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 品 を 調 理 す る た め の 調 理 方 法 お よ び 調 理 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の 食 文 化 の 多 様 化 や 質 の 向 上 に と も な っ て 、 食 品 を よ り 美 味 し く 調 理 す る 為 に 様 々
な 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 言 わ れ て い る 調 理 と は 、 鍋 等 の 容 器 に 、 食 品 等 の 調 理 物 を 収 納 し て 、 加 熱 操 作 を
行 う こ と に よ り 、 組 織 の 温 度 を 急 速 に 上 げ 、 組 織 破 壊 や 成 分 変 化 を 生 じ さ せ る こ と で あ る
。 こ の よ う に 食 品 を 組 織 破 壊 に よ り 軟 ら か く す る た め に は 、 所 定 の 温 度 以 上 で 所 定 の 時 間
維 持 す る 必 要 が あ り 、 調 理 操 作 の 過 程 で は 、 成 分 変 化 が 生 じ た 調 理 物 内 部 の 破 壊 さ れ た 組
織 か ら 一 般 に 旨 味 と 言 わ れ る 成 分 が 溶 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 調 味 液 と と も に 所 定 の 時 間 加 熱 操 作 を 行 っ た 調 理 物 を 冷 却 す る と 、 そ の 冷 却 過
程 に お い て 調 味 液 が 食 品 内 部 に 染 み 込 む こ と も 一 般 に よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 よ っ て こ の 原 理 を 応 用 し て 、 加 熱 操 作 を 行 っ た 調 理 物 を 、 さ ら に 断 熱 容 器 内 に 収 納 し て
、 冷 却 過 程 を 経 て 保 温 状 態 で 調 理 を 行 う よ う に し た 保 温 調 理 機 器 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 の 保 温 調 理 機 器 で は 、 調 味 液 と と も に 所 定 の 時 間 、 加 熱 操 作 に よ り 沸 騰 状 態 に
維 持 し た 調 理 物 を 、 断 熱 容 器 内 に 収 納 す る こ と に よ り 所 定 の 温 度 ま で 冷 却 さ れ 、 そ の 冷 却
過 程 に お い て 、 調 味 液 を 食 品 内 部 に 染 み 込 ま せ 、 食 べ る と き に 再 加 熱 を 行 う こ と が で き る
も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ４ ６ ８ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 調 理 機 器 で は 、 調 味 液 の 食 品 へ の 染 み 込 み 状 態 を よ く す る こ
と が で き た が 、 特 に 調 味 液 の 染 み 込 み や す い 食 品 を 調 理 す る 場 合 に は 調 味 液 が 食 材 に 染 み
込 み す ぎ て 、 出 来 上 が っ た 調 理 物 は 塩 分 や 糖 分 が 過 多 と な っ て し ま う 傾 向 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 調 理 物 の 塩 分 や 糖 分 が 過 多 と な る と 、 特 に 現 代 社 会 に お い て は 、 そ の 調 理 物
を 摂 取 す る 人 間 が 健 康 を 害 し 、 糖 尿 病 を は じ め と す る 生 活 習 慣 病 に な り や す い と い う 問 題
を 抱 え て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 生 活 習 慣 病 に な り に く く す る た め に 、 カ ル シ ウ ム 、 ビ タ ミ ン 等 の 栄 養 成 分 の 積 極
的 摂 取 も 有 効 で あ る と 考 え ら れ て い る が 、 上 記 調 理 機 器 で は 、 こ れ ら 栄 養 成 分 の 積 極 的 摂
取 を 実 現 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 考 慮 し て 、 出 来 上 が っ た 調 理 物 の 塩 分 や 糖 分 が 過 多 と な ら
な い よ う に 、 食 品 の 種 類 に よ っ て 最 適 な 調 理 工 程 を 行 う こ と で 、 出 来 上 が っ た 調 理 物 に 含
有 さ れ て い る 塩 分 や 糖 分 を 低 減 し 、 か つ 食 品 内 部 ま で 調 味 液 を 染 み 込 ま せ る こ と で 官 能 的
に 美 味 し い 調 理 物 を 得 る こ と が で き る 。 更 に 、 調 理 工 程 と し て 食 品 の 種 類 に よ っ て 最 適 な
温 度 制 御 を 行 う こ と で 、 食 材 に 含 ま れ る 酵 素 を 活 性 化 し 、 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ
と が で き る 調 理 方 法 お よ び 調 理 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 調 理 方 法 は 、 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 ま で
加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 前 記 加 熱 工 程 に 続 い て 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維
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持 す る 沸 騰 維 持 工 程 と 、 前 記 沸 騰 維 持 工 程 に 続 い て 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却
す る 冷 却 工 程 と 、 前 記 冷 却 工 程 に 続 い て ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 保 温 維
持 工 程 と を 有 し 、 前 記 加 熱 工 程 お よ び 前 記 沸 騰 維 持 工 程 お よ び 前 記 冷 却 工 程 お よ び 前 記 保
温 維 持 工 程 の 各 工 程 時 間 を 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ っ て 、 食 品 の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 調 理 工 程 時 間 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、
調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 し た 上 で 、 官 能 的 に 美 味 し い と 感 じ ら れ る 最 適 な
量 の 調 味 液 を 食 品 に 染 み 込 ま せ 、 さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 調 理 方
法 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 調 理 機 器 は 、 断 熱 構 造 で 構 成 さ れ た 調 理 室 と 、 前 記 調 理 室 内 に 収 納 さ れ
た 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 に よ っ て 加 熱 さ
れ た 前 記 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 手 段 と 、 前 記 沸 騰 維
持 手 段 に よ っ て 沸 騰 維 持 さ れ た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却 を 行 う 冷 却 手 段
と 、 前 記 冷 却 手 段 に よ っ て 冷 却 さ れ た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す
る 保 温 維 持 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 お よ び 前 記 沸 騰 維 持 手 段 お よ び 前 記 冷 却 手 段 お よ び 前 記
保 温 維 持 手 段 の 各 作 動 時 間 を 前 記 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ っ て 、 食 品 の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 調 理 工 程 時 間 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、
調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 し た 上 で 、 官 能 的 に 美 味 し い と 感 じ ら れ る 最 適 な
量 の 調 味 液 を 食 品 に 染 み 込 ま せ 、 さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 調 理 を
実 現 す る 調 理 機 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 調 理 方 法 は 、 食 品 の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 調 理 工 程 時 間 を 制 御 す る こ と が で き る
の で 、 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 し た 上 で 、 官 能 的 に 美 味 し い と 感 じ ら れ る
最 適 な 量 の 調 味 液 を 食 品 に 染 み 込 ま せ 、 さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ と が で き る
調 理 方 法 を 実 現 す る こ と が で き 、 健 康 的 で か つ 美 味 し い 調 理 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 調 理 機 器 は 、 食 品 の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 調 理 工 程 時 間 を 制 御 す る こ と が
で き る の で 、 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 し た 上 で 、 官 能 的 に 美 味 し い と 感 じ
ら れ る 最 適 な 量 の 調 味 液 を 食 品 に 染 み 込 ま せ 、 さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ と が
で き る 調 理 を 実 現 す る こ と が で き る 調 理 機 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 加
熱 工 程 に 続 い て 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 工 程 と 、 沸 騰
維 持 工 程 に 続 い て 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却 す る 冷 却 工 程 と 、 冷 却 工 程 に 続 い
て ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 保 温 維 持 工 程 と を 有 し 、 加 熱 工 程 お よ び 沸 騰
維 持 工 程 お よ び 冷 却 工 程 お よ び 保 温 維 持 工 程 の 各 工 程 時 間 を 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御 す る
こ と に よ り 、 食 品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん だ 上 で 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を
防 止 し 、 さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に 加 え て 、 加 熱 工 程 の 前 に ０ ℃ ～ １ ０ ℃ の 温
度 で 冷 却 保 存 す る 保 存 工 程 と を さ ら に 備 え た も の で あ り 、 請 求 項 １ の 発 明 の 作 用 に 加 え て
、 食 品 を 調 理 前 に 保 存 し て お い て も 食 品 の 鮮 度 が 低 下 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 、 保 温 維 持 工 程 の 後
に ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 に 加 熱 す る 再 加 熱 工 程 と を さ ら に 備 え た も の で あ り 、 調 理 後 の
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食 品 を 温 か い 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 、 少 な く と も 加 熱 工 程
と 沸 騰 維 持 工 程 と 冷 却 工 程 と 保 温 維 持 工 程 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て 、 さ ら に 食 品 の 重 量 に
よ っ て 制 御 す る も の で あ り 、 各 調 理 工 程 を 食 品 の 種 類 に 加 え て 重 量 に よ っ て 制 御 す る こ と
に よ り 、 食 品 の 重 量 に 応 じ て さ ら に 精 度 良 く 食 品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん だ 上 で 調 味
液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ４ に 記 載 の 発 明 に 加 え て 、 少 な く と も 加 熱 工 程
と 沸 騰 維 持 工 程 と 冷 却 工 程 と 保 温 維 持 工 程 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て 、 さ ら に 食 品 の 温 度 に
よ っ て 制 御 す る も の で あ り 、 各 調 理 工 程 を 食 品 の 種 類 に 加 え て 温 度 に よ っ て 制 御 す る こ と
に よ り 、 外 気 温 や 食 品 の 温 度 に 応 じ て さ ら に 精 度 良 く 食 品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん だ
上 で 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 断 熱 構 造 で 構 成 さ れ た 調 理 室 と 、 前 記 調 理 室 内 に 収 納 さ れ た
食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 に よ っ て 加 熱 さ れ
た 前 記 食 品 を ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 手 段 と 、 前 記 沸 騰 維 持
手 段 に よ っ て 沸 騰 維 持 さ れ た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 ま で 冷 却 を 行 う 冷 却 手 段 と
、 前 記 冷 却 手 段 に よ っ て 冷 却 さ れ た 前 記 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 す る
保 温 維 持 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 お よ び 前 記 沸 騰 維 持 手 段 お よ び 前 記 冷 却 手 段 お よ び 前 記 保
温 維 持 手 段 の 各 作 動 時 間 を 前 記 食 品 の 種 類 に よ っ て 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た も の で あ
り 、 食 品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん だ 上 で 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 し 、
さ ら に 栄 養 成 分 の 増 加 を 促 進 さ せ る 調 理 機 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に 加 え 、 加 熱 手 段 に よ っ て 食 品 を 加 熱
す る 前 に 、 ０ ℃ ～ １ ０ ℃ の 温 度 で 冷 却 保 存 す る 保 存 手 段 と を さ ら に 備 え た も の で あ り 、 食
品 を 調 理 前 に 保 存 し て お い て も 食 品 の 鮮 度 が 低 下 す る こ と を 防 ぐ 調 理 機 器 を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 発 明 に 加 え 、 保 温 維 持 手 段 に よ っ
て 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 一 定 時 間 維 持 し た 後 に ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 に 加 熱 す
る 再 加 熱 手 段 と を さ ら に 備 え た も の で あ り 、 調 理 後 の 食 品 を 温 か い 状 態 に す る 調 理 機 器 を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ か ら ８ の 発 明 に 加 え て 、 少 な く と も 加 熱 手 段 と 沸 騰
維 持 手 段 と 冷 却 手 段 と 保 温 維 持 手 段 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て 、 さ ら に 食 品 の 重 量 に よ っ て
制 御 す る 制 御 装 置 を 備 え た も の で あ り 、 各 調 理 手 段 を 食 品 の 種 類 に 加 え て 重 量 に よ っ て 制
御 す る こ と に よ り 、 食 品 の 重 量 に 応 じ て さ ら に 精 度 良 く 食 品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん
だ 上 で 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 す る 調 理 機 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ か ら ９ の 発 明 に 加 え て 、 少 な く と も 加 熱 手 段 と 沸
騰 維 持 手 段 と 冷 却 手 段 と 保 温 維 持 手 段 と を 食 品 の 種 類 に 加 え て 、 さ ら に 食 品 の 温 度 に よ っ
て 制 御 す る 制 御 装 置 を 備 え た も の で あ り 、 外 気 温 や 食 品 の 温 度 に 応 じ て さ ら に 精 度 良 く 食
品 組 織 全 体 に 調 味 液 が 染 み 込 ん だ 上 で 調 味 液 の 食 品 へ の 過 剰 な 染 み 込 み を 防 止 す る 調 理 機
器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に 加 え 、 断
熱 構 造 と し て 、 ウ レ タ ン 発 砲 材 で 形 成 さ れ た も の で あ り 、 さ ま ざ ま な 形 状 の 調 理 室 に 応 じ
た 断 熱 構 成 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に 加 え 、 断
熱 構 造 と し て 、 真 空 断 熱 材 で 形 成 さ れ た も の で あ り 、 調 理 室 の 断 熱 性 能 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 以 下 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 調 理 機 器 の 構 成 お よ び 作 用 に つ い て 、 図 １ を 参 照 に し な
が ら 説 明 す る 。 尚 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ っ て こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 調 理 機 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 調 理 機 器 は 、 調 理 す る 調 理 物 １ ０ が 収 容 さ れ て い る 鍋 １ １ と 、 調 理 物 の 温 度 を 非 接 触 で
検 知 す る 赤 外 線 セ ン サ ー １ ２ と 、 調 理 す る 調 理 物 を 収 容 す る 鍋 を 加 熱 す る 電 気 ヒ ー タ ー １
３ を 備 え て お り 、 図 に は 示 し て い な い が 、 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ を 有 し
、 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ に よ り 、 調 理 室 １ ５ 内 を 冷 却 で き る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ で 冷 却 さ れ た 冷 気 は 送 風 機 １ ６ に よ り 調 理 室 １ ５ 内 に 強 制 通 風 さ
れ る 。 ダ ン パ ー サ ー モ １ ７ は 調 理 室 入 口 に 設 け て 電 気 的 入 力 で 冷 気 流 入 量 を 調 整 す る も の
で あ り 、 モ ー タ ー １ ８ の 駆 動 力 に よ っ て ダ ン パ ー サ ー モ １ ７ を 開 閉 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 吐 出 ダ ク ト １ ９ は 前 記 送 風 機 か ら の 冷 気 を 前 記 調 理 室 １ ５ 内 に 導 く も の で あ り 、 ま
た 吹 き 出 し 口 ２ ０ は 調 理 室 １ ５ 内 に 冷 気 を 吹 き 込 む も の で あ り 、 吸 い 込 み ダ ク ト ２ １ は 調
理 室 １ ５ 内 の 冷 却 し た 冷 気 を 前 記 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ に 戻 す た め に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 調 理 室 １ ５ は ウ レ タ ン 発 砲 あ る い は 、 真 空 断 熱 材 で 形 成 さ れ た 断 熱 構 造 を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 調 理 機 器 本 体 外 殻 の 一 部 に 設 け た コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル
２ ２ で あ り 、 調 理 す る 調 理 物 の メ ニ ュ ー を 選 択 す る メ ニ ュ ー 選 択 キ ー ２ ３ 、 選 択 し た メ ニ
ュ ー を 決 定 す る メ ニ ュ ー 決 定 ボ タ ン ２ ４ 、 選 択 し た メ ニ ュ ー を 表 示 す る メ ニ ュ ー 表 示 パ ネ
ル ２ ５ 、 調 理 を 開 始 す る 開 始 ボ タ ン ２ ６ 、 調 理 が 終 了 し た こ と を 知 ら せ る 終 了 ラ ン プ ２ ７
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 調 理 物 を 調 理 室 １ ５ 内 の 鍋 １ １ に 収 容 し 、 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ ２ の メ ニ ュ ー 選 択 キ ー
２ ３ に よ り メ ニ ュ ー を 選 択 し 、 開 始 ボ タ ン ２ ６ を 押 す こ と に よ り 、 選 択 さ れ た メ ニ ュ ー の
情 報 に 基 づ い て 、 赤 外 線 セ ン サ ー １ ２ で 検 知 し た 調 理 物 の 温 度 を 制 御 す る こ と よ り 、 調 理
物 に 最 適 な 加 熱 と 冷 却 を 組 み 合 わ せ た 調 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 調 理 機 器 の 調 理 室 １ ５ に て 調 理 す る 工 程 を 従 来 の 調 理 方
法 と 比 較 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 表 １ ） は 、 従 来 の 調 理 方 法 で 調 理 し た 食 品 に 関 す る デ ー タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 表 １ ） に お い て 、 従 来 の 調 理 方 法 で 、 調 味 液 と と も に 調 理 し た 大 根 の 調 理 後 の 調 味 液
の 染 み 込 み 状 態 、 煮 崩 れ 状 態 、 官 能 評 価 に よ る 軟 ら か さ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 表 １ ） に お け る 調 味 液 の 染 み 込 み 状 態 の 評 価 は 、 調 理 し た 食 品 の 組 織 全 体 に 調 味 液 が
染 み 込 ん で い る と き に は ○ 、 組 織 全 体 の １ ／ ２ 以 上 の と き に は △ 、 １ ／ ２ 未 満 の と き に は
× と し た 。 ま た 、 調 理 後 の 食 品 の 見 栄 え や 食 感 と し て 重 要 な 項 目 で あ る 煮 崩 れ 状 態 は 、 調
理 し た 食 品 の 組 織 全 体 が ほ と ん ど 煮 崩 れ て い な い と き に は ○ 、 煮 崩 れ が 組 織 全 体 の １ ／ ２
未 満 の と き は △ 、 １ ／ ２ 以 上 の と き は × と し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 軟 ら か さ の 官 能 評 価 は 、 調 理 前 の 状 態 を ０ ポ イ ン ト と し 、 １ ポ イ ン ト 違 う と 軟 ら か さ の
差 は 明 確 に 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 総 合 評 価 は 、 調 理 物 と し て 染 み 込 み 状 態 、 煮 崩 れ 状 態 、 軟 ら か さ か ら 総 合 的 に 判 断 し て
評 価 を 行 い 、 染 み 込 み 状 態 が ○ 、 煮 崩 れ が １ ／ ２ 未 満 、 軟 ら か さ が ２ ポ イ ン ト 以 上 の と き
に ○ 、 い ず れ か 一 項 目 で も 満 足 し な い と き に は × と し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 表 １ ） に よ り 従 来 の 調 理 方 法 １ で は 、 鍋 等 に 調 理 物 と し て 筑 前 煮 の 材 料 と 調 味 液 を 収
容 し 、 加 熱 操 作 に よ り 沸 騰 状 態 に し た 調 理 物 を そ の ま ま 所 定 の 時 間 維 持 し た も の で 、 煮 崩
れ は ほ と ん ど な か っ た も の の 、 染 み 込 み は 悪 く 、 軟 ら か さ も １ ポ イ ン ト と 食 べ る こ と は 可
能 で あ る が 十 分 軟 ら か い 状 態 に は な っ て お ら ず 、 総 合 評 価 も × で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 表 １ ） に 示 し た よ う に 、 従 来 の 調 理 方 法 １ で は 、 沸 騰 状 態 に あ る 調 理 物 を 所 定 の 時 間
維 持 し て い る が 、 そ の 時 間 が 不 充 分 で あ っ た た め 、 染 み 込 み が 悪 く 、 十 分 軟 ら か い 状 態 に
な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 従 来 の 調 理 方 法 ２ で は 、 従 来 の 調 理 方 法 １ と 同 様 に 鍋 等 に 調 理 物 と し て 筑 前 煮 の 材
料 と 調 味 液 を 収 容 し 、 加 熱 操 作 に よ り 沸 騰 状 態 に し た 調 理 物 を そ の ま ま 所 定 の 時 間 維 持 し
た も の で 、 染 み 込 み 状 態 及 び 軟 ら か さ は 従 来 の 調 理 方 法 １ と 比 較 し て 良 く な っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ は 、 （ 表 １ ） に よ り 沸 騰 維 持 時 間 を ２ 時 間 と 従 来 の 調 理 方 法 よ り 長 く す る こ と に よ
り 、 食 品 の 組 織 の 破 壊 を 促 進 し 、 そ の 結 果 軟 ら か く な り 、 破 壊 さ れ た 組 織 か ら 調 味 液 が 染
み 込 ん だ た め で あ る 。 し か し 、 沸 騰 状 態 を ２ 時 間 維 持 し た た め 、 調 理 物 の 外 側 か ら 煮 崩 れ
が 生 じ 調 理 物 本 来 の 形 を 維 持 す る こ と が で き ず 、 調 理 物 の 総 合 的 な 評 価 と し て は 悪 か っ た
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 従 来 の 調 理 方 法 ３ で 調 理 し た 筑 前 煮 は 、 染 み 込 み 状 態 も 良 く 、 軟 ら か く な り 、 煮 崩 れ も
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ほ と ん ど な い 状 態 が 実 現 で き 、 総 合 評 価 も 良 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 従 来 の 調 理 方 法 ３ で は 、 断 熱 容 器 内 の 調 理 物 を 収 容 し て い る 内 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と
、 前 記 内 鍋 の 温 度 検 知 す る 検 知 手 段 と そ の 温 度 情 報 を も と に 加 熱 工 程 と 保 温 工 程 を 制 御 す
る 制 御 手 段 を 備 え た 保 温 調 理 機 器 を 用 い る こ と に よ り 、 加 熱 操 作 に よ り 筑 前 煮 の 材 料 を 煮
崩 れ が 生 じ な い 時 間 沸 騰 維 持 し 、 そ の 後 冷 却 過 程 を 経 て 保 温 工 程 を 行 う こ と に よ り 染 み 込
み を 促 進 さ せ る こ と が で き た 。 ま た 、 保 温 工 程 の 間 も 、 所 定 の 温 度 が 維 持 す る が で き 、 十
分 に 軟 ら か く す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か し 従 来 の 調 理 方 法 ４ で は 、 従 来 の 調 理 方 法 ３ と 同 様 の 保 温 調 理 機 器 を 用 い 、 筑 前 煮
の 材 料 の 重 量 を 減 ら し て 調 理 を 行 っ た が 、 染 み 込 み 状 態 は 従 来 の 調 理 方 法 ３ よ り 悪 く な り
、 軟 ら か さ も 硬 く な っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ は 、 従 来 の 調 理 方 法 ３ 、 ４ の 保 温 調 理 機 器 に お い て は 、 筑 前 煮 の 材 料 が 収 容 さ れ て
い る 内 鍋 の 温 度 を 検 知 し て 、 筑 前 煮 の 重 量 に 適 し た 温 度 お よ び 時 間 で 加 熱 工 程 、 保 温 維 持
工 程 を 行 う こ と が で き る が 、 筑 前 煮 の 材 料 の 重 量 を 減 ら す こ と に よ り 、 加 熱 工 程 か ら 保 温
維 持 工 程 に 冷 却 さ れ る と き の 冷 却 速 度 が １ ． ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ と 従 来 の 調 理 方 法 ３ の 冷 却 速 度
０ ． ５ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ よ り 速 く な り 、 そ の 結 果 調 味 液 を 調 理 物 に 十 分 染 み 込 ま せ る こ と が で き
な か っ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 冷 却 速 度 が 速 く な っ た 分 、 保 温 維 持 工 程 に い た る 冷 却 工 程 の 時 間 が 短 く な り 、 従
来 の 調 理 方 法 ３ と 比 較 し て 硬 く な っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 従 来 の 調 理 方 法 ５ で は 、 従 来 の 調 理 方 法 ３ 、 ４ と 同 様 の 保 温 調 理 機 器 で 従 来 の
調 理 方 法 ３ の 筑 前 煮 の 材 料 と 同 じ 重 量 の 肉 じ ゃ が の 材 料 を 調 理 し た も の で 、 染 み 込 み は 良
く 、 軟 ら か さ も 十 分 軟 ら か い 状 態 に な っ た が 、 煮 崩 れ が 生 じ 、 筑 前 煮 の と き よ り 総 合 評 価
は 悪 く な っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ は 、 食 品 の 種 類 に よ っ て 、 組 織 破 壊 の 状 態 や 調 味 液 が 染 み 込 む 状 態 が 異 な る た め で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 従 来 の 調 理 方 法 ４ と 同 等 の 重 量 の 筑 前 煮 を 例 に と っ て 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る
調 理 機 器 の 調 理 室 １ ５ に て 調 理 す る 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま ず 、 調 理 物 １ ０ で あ る 筑 前 煮 の 材 料 を 、 調 理 室 １ ５ 内 の 、 鍋 １ １ に 収 容 し 、 メ ニ ュ ー
選 択 キ ー ２ ３ で 筑 前 煮 を 選 択 し 、 選 択 し た メ ニ ュ ー を メ ニ ュ ー 決 定 ボ タ ン ２ ４ で 決 定 す る
。 そ の 後 開 始 ボ タ ン ２ ６ を 押 す こ と に よ り 、 選 択 さ れ た メ ニ ュ ー の 情 報 に 基 づ い て 調 理 が
開 始 さ れ 、 筑 前 煮 の 場 合 は 、 ま ず 調 理 室 １ ５ 内 の 加 熱 手 段 と し て の 電 気 ヒ ー タ ー １ ３ が 作
動 し 、 鍋 １ １ の 加 熱 が 行 わ れ る こ と に よ り 鍋 １ １ に 収 容 さ れ た 調 理 物 １ ０ の 温 度 が 上 昇 し
、 筑 前 煮 の 温 度 は 、 赤 外 線 セ ン サ ー に よ り 、 沸 騰 維 持 手 段 と し て の 電 気 ヒ ー タ ー １ ３ の 入
力 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 所 定 の 値 で 所 定 の 時 間 維 持 さ れ る 。 そ の 後 、 調 理 室 １ ５ 内 の
強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ が 作 動 し 、 冷 却 手 段 と し て 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ で 冷 却 さ れ た 冷 気
が 送 風 機 １ ６ に よ り 調 理 室 １ ５ 内 に 強 制 通 風 さ れ 、 筑 前 煮 は 冷 却 さ れ 、 選 択 さ れ た メ ニ ュ
ー の 情 報 に 基 づ い て 、 赤 外 線 セ ン サ ー に よ り 保 温 維 持 手 段 と し て ダ ン パ ー サ ー モ １ ７ を 制
御 す る こ と に よ っ て 冷 気 量 が 調 整 さ れ 、 所 定 の 温 度 で 所 定 の 時 間 保 温 維 持 さ れ る 。 ま た 、
保 温 維 持 手 段 と し て は 、 ダ ン パ ー サ ー モ １ ７ を 制 御 す る こ と で 冷 気 量 を 調 整 す る と と も に
、 温 度 が 下 が り す ぎ た 場 合 に は 電 気 ヒ ー タ ー １ ３ を 組 み 合 わ せ て 温 度 調 節 を 行 う 。 そ し て
保 温 維 持 時 間 が 、 終 了 す る と 終 了 ラ ン プ が 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ ， ２ の 調 理 工 程 図 で あ り 、 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １
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， ２ の 調 理 工 程 の 温 度 変 化 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 調 理 物 の 温 度 Ｔ が 、 温 度 Ｔ ｋ １ よ り 低 い こ と を 検 知 し た と き 加 熱 手 段 で あ る 電 気 ヒ ー タ
ー １ ３ が 作 動 し 、 加 熱 手 段 に よ っ て 、 調 理 物 は 温 度 Ｔ ｋ １ 以 上 で ｔ １ 時 間 沸 騰 維 持 工 程 と
し て 維 持 さ れ る 。 次 に 、 調 理 物 の 温 度 Ｔ が 温 度 Ｔ ｋ ２ 以 上 で あ る こ と を 検 知 し た と き 冷 却
手 段 で あ る 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ が 作 動 し 冷 却 さ れ た 冷 気 が 調 理 室 に 強 制 通 風 さ れ る 。 そ
の 後 ｔ ２ 時 間 が 経 過 し た と き に 調 理 物 の 温 度 Ｔ が 温 度 Ｔ ｋ ２ よ り 高 け れ ば 、 さ ら に 冷 却 が
継 続 し て お こ な わ れ 、 調 理 物 の 温 度 Ｔ が 温 度 Ｔ ｋ ２ 前 後 で ｔ ３ 時 間 保 温 維 持 さ れ る よ う に
制 御 さ れ 、 ｔ ３ 時 間 経 過 し た ら 終 了 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま ず 、 ０ ℃ ～ １ ０ ℃ の 保 存 工 程 ２ ８ に よ っ て 食 品 の 鮮 度 低 下 を 防 ぎ 、 次 に ９ ５ ℃ ～ ２ ０
０ ℃ ま で 加 熱 す る 加 熱 工 程 ２ ９ に よ っ て 、 食 品 の 温 度 を 上 げ 、 次 に ９ ５ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温
度 で 一 定 時 間 維 持 す る 沸 騰 維 持 工 程 ３ ０ を 経 た 後 、 食 品 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ ま で 冷 却 す る 冷
却 工 程 ３ １ で 味 を 染 み 込 ま せ た 後 、 ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で 維 持 す る 保 温 維 持 工 程 ３ ２ に
よ っ て さ ら に 食 品 内 部 ま で 味 を 染 み 込 ま せ る 。 ま た 、 こ の よ う に し て 調 理 し た 調 理 物 を 再
加 熱 す る 再 加 熱 工 程 ３ ３ に よ っ て 、 再 び 食 品 を 温 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 調 理 物 １ ０ を 加 熱 す る 加 熱 手 段 は 、 電 気 ヒ ー タ ー １ ３ に 限 定 さ れ る も の で な く 、 食
品 の 温 度 を 検 知 す る セ ン サ ー は 、 赤 外 線 セ ン サ ー １ ２ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に
、 冷 却 手 段 は 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ に 限 定 さ れ る も の で な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 表 ２ ） は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ の 調 理 物 に 関 す る デ ー タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 表 ２ ） に よ り 実 施 の 形 態 １ で は 、 調 理 後 の 染 み 込 み 状 態 は 良 く 、 十 分 軟 ら か く な っ て
お り 、 煮 崩 れ も な い 調 理 物 が 得 ら れ 、 総 合 評 価 も 良 か っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ は 、 （ 表 ２ ） の 実 施 の 形 態 １ と 同 じ 重 量 の 筑 前 煮 の 従 来 の 調 理 方 法 ４ の 冷 却 速 度 １
． ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ と 比 較 す る と 、 （ 表 ２ ） の 実 施 の 形 態 １ の 冷 却 速 度 は ０ ． ５ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ と
遅 く な り 、 重 量 に 関 わ ら ず 、 従 来 の 調 理 方 法 ３ と 同 等 の 冷 却 速 度 が 実 現 で き た こ と に よ り
、 調 味 液 の 染 み 込 み も 良 く な り 、 煮 崩 れ も な く 十 分 軟 ら か い 調 理 物 を 得 る こ と が 出 来 た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 表 ３ ） は 食 品 の 種 類 に よ る 最 適 な 調 理 方 法 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 表 ３ ） の 食 品 の 種 類 は 調 味 液 の 食 品 へ の 染 み 込 み や す い 順 に Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 調 味 液 が 食 品 へ 最 も 染 み 込 み や す い Ａ の い も 類 、 葉 、 果 、 茎 野 菜 は 沸 騰 維 持 工 程 の 沸 騰
維 持 時 間 は 最 も 短 く て よ く 、 そ の 後 冷 却 工 程 に お い て 、 ゆ っ く り と ６ ０ 分 か ら ７ ０ 分 か け
て 冷 却 し て い く こ と で 食 品 へ の 味 の 染 み 込 み が 十 分 に 図 れ る 。 こ の 冷 却 工 程 に お い て は 冷
却 速 度 を 食 品 の 重 量 や 温 度 を 検 知 し な が ら 制 御 し て い く こ と で よ り 、 食 品 の 種 類 に 応 じ た
染 み 込 み を 図 る こ と が で き る 。 そ の 後 、 保 温 工 程 に お い て は 保 温 温 度 を ６ ５ ℃ 前 後 に 保 っ
た 上 で 、 保 温 維 持 時 間 を １ ０ ０ 分 程 度 と る こ と で 、 さ ら に 食 品 へ の 最 適 な 染 み 込 み を 図 る
こ と が で き た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Ａ の 次 に 食 品 に 調 味 液 が 染 み 込 み や す い Ｂ の 根 菜 に つ い て は 沸 騰 維 持 工 程 を Ａ よ り も 長
く と っ た あ と 、 Ａ と 同 様 に ゆ っ く り と ６ ０ 分 か ら ７ ０ 分 か け て 冷 却 し て い く こ と で 食 品 へ
の 味 の 染 み 込 み が 十 分 に 図 れ る 。 こ の 冷 却 工 程 に お い て は 冷 却 速 度 を 食 品 の 重 量 や 温 度 を
検 知 し な が ら 制 御 し て い く こ と で よ り 、 食 品 の 種 類 に 応 じ た 染 み 込 み を 図 る こ と が で き る
。 そ の 後 、 保 温 工 程 に お い て は 保 温 温 度 を ７ ０ ℃ 前 後 に 保 っ た 上 で 、 保 温 維 持 時 間 を １ １
０ 分 程 度 と る こ と で 、 さ ら に 食 品 へ の 染 み 込 み を 最 適 に 図 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 Ｃ の 豆 類 に つ い て は Ａ や Ｂ よ り も 食 品 に 調 味 液 が 染 み 込 み に く い が 、 沸 騰 維 持 時 間 を よ
り 長 く 取 っ た 上 で 、 保 温 温 度 を 若 干 高 め の ７ ５ ℃ 前 後 に 保 っ た 上 で 保 温 維 持 時 間 を 少 し 長
め の １ ３ ０ 分 に す る こ と で 染 み 込 み を 図 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 Ｄ の 肉 類 に つ い て は Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ よ り も 食 品 に 調 味 液 が 染 み 込 み に く く 、 ま た 保 温 工 程 に
お い て 硬 化 し や す い も の で あ る が 、 沸 騰 維 持 時 間 を Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ よ り も 長 く 取 っ た 上 で 、 保
温 温 度 を や や 低 め の ６ ５ ℃ と し 、 さ ら に 保 温 時 間 は １ ８ ０ 分 程 度 ま で 長 く と る こ と で 染 み
込 み を 図 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 メ ニ ュ ー や 食 品 の 重 量 、 種 類 、 大 き さ に よ っ て は 、 保 温 維 持 時 間 終 了 後 、 さ ら に
加 熱 を 行 う こ と に よ っ て 、 調 味 液 の 染 み 込 み も 良 く な り 、 煮 崩 れ も な く 十 分 軟 ら か い 調 理
物 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 保 存 ボ タ ン を 備 え た コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ ２ に お い て は 、 保 存 ボ タ ン を 調 理 前 に
押 す こ と に よ り 、 調 理 室 １ ５ の 鍋 １ １ 内 に 収 容 さ れ た 調 理 物 １ ０ は 冷 却 保 存 さ れ 、 予 め 調
理 物 １ ０ を セ ッ ト し て お く こ と が で き る 。 ま た 、 再 加 熱 ボ タ ン を 備 え た コ ン ト ロ ー ル パ ネ
ル ２ ２ に お い て は 、 調 理 が 終 了 し た 調 理 物 １ ０ を 、 食 べ る 直 前 に 、 再 加 熱 ボ タ ン を 押 す こ
と に よ り 、 食 べ ご ろ 温 度 に ま で 加 熱 維 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 タ イ マ ー 等 の 所 定 の
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時 間 を 自 由 に 制 御 で き る 制 御 基 板 を 備 え た 調 理 機 器 に お い て は 、 保 存 時 間 、 調 理 開 始 時 間
、 再 加 熱 時 間 を 設 定 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 保 存 、 調 理 、 再 加 熱 を 自 動 で 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ 表 ４ ） は 、 従 来 の 調 理 方 法 で 調 理 し た 調 理 物 の 栄 養 成 分 と 、 本 実 施 の 形 態 で 調 理 し た
調 理 物 の 栄 養 成 分 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 い わ し の 生 姜 煮 に つ い て は 、 い わ し の 身 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム 量 を 測 定 し た 。 従 来 の 調
理 方 法 で は ９ ２ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る が 、 実 施 の 形 態 で 調 理 し た も の は 、 １ ４ ６ ｍ ｇ ／ １
０ ０ ｇ で あ り 、 従 来 の 調 理 法 よ り 、 ５ ８ ． ４ ％ カ ル シ ウ ム が 多 く 含 ま れ て い た 。 本 実 施 の
形 態 で は 、 い わ し の 生 姜 煮 の 最 適 な 調 理 行 程 を 行 っ た こ と で 、 い わ し の 骨 か ら カ ル シ ウ ム
が 溶 け 出 し 、 身 の 部 分 に 移 行 し た こ と で 、 カ ル シ ウ ム を 効 率 良 く 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 根 菜 煮 に つ い て は 、 人 参 に 含 ま れ る ビ タ ミ ン Ａ 量 を 測 定 し た 。 従 来 の 調 理 方 法 で は １ ．
５ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る が 、 実 施 の 形 態 で 調 理 し た も の は 、 １ ． ８ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ り
、 従 来 の 調 理 法 よ り 、 ２ ０ ％ ビ タ ミ ン Ａ が 多 く 含 ま れ て い た 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 根 菜 煮
の 最 適 な 調 理 行 程 を 行 っ た こ と で 、 熱 に 弱 い ビ タ ミ ン Ａ の 損 失 を 抑 え 、 ビ タ ミ ン Ａ を 効 率
良 く 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 鶏 の 手 羽 煮 込 み に つ い て は 、 ス ー プ に 含 ま れ る コ ラ ー ゲ ン 量 を 測 定 し た 。 従 来 の 調 理 方
法 で は 、 ７ ２ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る が 、 実 施 の 形 態 で 調 理 し た も の は 、 １ ２ ８ ０ ｍ ｇ ／
１ ０ ０ ｇ で あ り 、 従 来 の 調 理 法 よ り 、 ７ ７ ． ８ ％ コ ラ ー ゲ ン が 多 く 含 ま れ て い た 。 本 実 施
の 形 態 で は 、 鶏 の 手 羽 煮 込 み の 最 適 な 調 理 行 程 を 行 っ た こ と で 、 鶏 に 含 ま れ る コ ラ ー ゲ ン
を よ り 多 く 抽 出 し 、 コ ラ ー ゲ ン を 効 率 良 く 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 牛 肉 の 味 噌 煮 に つ い て は 、 牛 肉 に 含 ま れ る 遊 離 グ ル タ ミ ン 酸 量 を 測 定 し た 。 従 来 の 調 理
方 法 で は 、 １ ４ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る が 、 実 施 の 形 態 で 調 理 し た も の は 、 １ ６ ｍ ｇ ／ １ ０
０ ｇ で あ り 、 １ ４ ． ３ ％ 遊 離 グ ル タ ミ ン 酸 が 多 く 含 ま れ て い た 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 牛 肉
の 味 噌 煮 の 最 適 な 調 理 行 程 を 行 っ た こ と で 、 牛 肉 に 含 ま れ る 遊 離 グ ル タ ミ ン 酸 が よ り 多 く
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抽 出 さ れ 、 遊 離 グ ル タ ミ ン 酸 を 効 率 良 く 摂 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 上 述 べ た と こ ろ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 調 理 機 器 は 、 材 料 の 重 量 に 関 わ
ら ず 最 適 な 加 熱 と 冷 却 を 組 み 合 わ せ た 調 理 を 実 現 す る こ と に よ り 、 調 味 液 の 染 み 込 み も 良
く 、 煮 崩 れ も な く 、 十 分 軟 ら か い 総 合 評 価 が 良 い 調 理 物 を 得 る こ と が で き 、 栄 養 成 分 を 効
率 良 く 摂 取 で き る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 調 理 機 器 は 、 本 実 施 の 形 態 １ の 調 理 機 器 と 同 様 の 図 １ に 示 す よ
う な 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 従 来 の 調 理 方 法 ３ と 同 等 の 重 量 の 肉 じ ゃ が を 例 に と っ て 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 調 理
機 器 の 調 理 室 １ ５ に て 調 理 す る 工 程 を 説 明 す る 。 ま ず 、 調 理 物 １ ０ で あ る 肉 じ ゃ が の 材 料
を 、 調 理 室 １ ５ 内 の 、 鍋 １ １ に 収 容 し 、 メ ニ ュ ー 選 択 キ ー ２ ３ で 肉 じ ゃ が を 選 択 し 、 選 択
し た メ ニ ュ ー を メ ニ ュ ー 決 定 ボ タ ン ２ ４ で 決 定 す る 。 そ の 後 開 始 ボ タ ン ２ ６ を 押 す こ と に
よ り 、 選 択 さ れ た メ ニ ュ ー の 情 報 に 基 づ い て 調 理 が 開 始 さ れ 、 肉 じ ゃ が の 場 合 は 、 ま ず 調
理 室 １ ５ 内 の 電 気 ヒ ー タ ー １ ３ が 作 動 し 、 鍋 の 加 熱 が 行 わ れ る こ と に よ り 鍋 に 収 容 さ れ た
調 理 物 の 温 度 が 上 昇 し 、 肉 じ ゃ が の 温 度 は 、 赤 外 線 セ ン サ ー に よ り 、 電 気 ヒ ー タ ー の 入 力
を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 所 定 の 値 で 所 定 の 時 間 維 持 さ れ る 。 そ の 後 、 調 理 室 １ ５ 内 の 強
制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ が 作 動 し 、 強 制 対 流 式 蒸 発 器 １ ４ で 冷 却 さ れ た 冷 気 は 送 風 機 １ ６ に よ
り 調 理 室 １ ５ 内 に 強 制 通 風 さ れ 、 肉 じ ゃ が は 冷 却 さ れ 、 選 択 さ れ た メ ニ ュ ー の 情 報 に 基 づ
い て 、 赤 外 線 セ ン サ ー に よ り ダ ン パ ー サ ー モ １ ７ を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 所 定 の 温 度 で
所 定 の 時 間 保 温 維 持 さ れ る 。 保 温 維 持 時 間 が 終 了 す る と 終 了 ラ ン プ が 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 調 理 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 は 、 電 気 ヒ ー タ ー に 限 定 さ れ る も の で な く 、 食 品 の 温 度 を 検
知 す る セ ン サ ー は 、 赤 外 線 セ ン サ ー に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 冷 却 手 段 は 強 制
対 流 式 蒸 発 器 に 限 定 さ れ る も の で な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ 表 １ ） に よ り 実 施 の 形 態 ２ で は 、 調 理 後 の 染 み 込 み 状 態 は 良 く 、 十 分 軟 ら か く な っ て
お り 、 煮 崩 れ も な い 調 理 物 が 得 ら れ 、 総 合 評 価 も 良 か っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ は 、 （ 表 １ ） の 実 施 の 形 態 ２ と 同 じ 重 量 の 肉 じ ゃ が の 従 来 の 調 理 方 法 ５ の 沸 騰 維 持
時 間 と 比 較 す る と 、 （ 表 １ ） の 実 施 の 形 態 ２ の 沸 騰 維 持 は ３ ０ 分 と 短 く な り 、 肉 じ ゃ が に
最 適 な 加 熱 状 態 が 実 現 で き た こ と に よ り 、 調 味 液 の 染 み 込 み も 良 く な り 、 煮 崩 れ も な く 十
分 軟 ら か い 調 理 物 を 得 る こ と が 出 来 た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 保 存 ボ タ ン を 備 え た コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ ２ に お い て は 、 保 存 ボ タ ン を 調 理 前 に
押 す こ と に よ り 、 調 理 室 １ ５ の 鍋 １ １ 内 に 収 容 さ れ た 調 理 物 １ ０ は 冷 却 保 存 さ れ 、 予 め 調
理 物 １ ０ を セ ッ ト し て お く こ と が で き る 。 ま た 、 再 加 熱 ボ タ ン を 備 え た コ ン ト ロ ー ル パ ネ
ル ２ ２ に お い て は 、 調 理 が 終 了 し た 調 理 物 １ ０ を 、 食 べ る 直 前 に 、 再 加 熱 ボ タ ン を 押 す こ
と に よ り 、 食 べ ご ろ 温 度 に ま で 加 熱 維 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 タ イ マ ー 等 の 所 定 の
時 間 を 自 由 に 制 御 で き る 制 御 基 板 を 備 え た 調 理 機 器 に お い て は 、 保 存 時 間 、 調 理 開 始 時 間
、 再 加 熱 時 間 を 設 定 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 保 存 、 調 理 、 再 加 熱 を 自 動 で 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 述 べ た と こ ろ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ の 調 理 機 器 は 、 調 理 物 と し て 肉 じ
ゃ が を 調 理 す る と き 、 食 品 の 種 類 に 関 わ ら ず 最 適 な 加 熱 と 冷 却 を 組 み 合 わ せ た 調 理 を 実 現
す る こ と に よ り 、 調 味 液 の 染 み 込 み も 良 く 、 煮 崩 れ も な く 、 十 分 軟 ら か い 総 合 評 価 が 良 い
調 理 物 を 得 る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 調 理 機 器 は 、 食 品 を 調 理 す る と き 、 食 品 の 種 類 に 応 じ た
最 適 な 加 熱 と 冷 却 を 組 み 合 わ せ た 調 理 を 実 現 す る こ と に よ り 、 調 味 液 の 食 品 へ の 染 み 込 み
す ぎ を 防 止 し た 上 で 、 食 品 内 部 へ の 染 み 込 み を 十 分 に 図 る こ と が で き 、 栄 養 成 分 を 効 率 良
く 抽 出 す る こ と が で き る の で 、 食 品 以 外 の 有 機 物 や 無 機 物 の 加 熱 や 冷 却 の 制 御 を 実 現 す る
用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 実 施 の 形 態 １ ， ２ の 調 理 機 器 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 実 施 の 形 態 １ ， ２ の コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル の 正 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 実 施 の 形 態 １ ， ２ の 調 理 工 程 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ ， ２ の 調 理 工 程 の 温 度 変 化 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 １ ０ 　 調 理 物
　 １ １ 　 鍋
　 １ ２ 　 赤 外 線 セ ン サ ー
　 １ ３ 　 電 器 ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ）
　 １ ４ ， ４ １ 　 強 制 対 流 式 蒸 発 器 （ 冷 却 手 段 ）
　 １ ５ 　 調 理 室
　 １ ６ 　 送 風 機
　 １ ７ 　 ダ ン パ ー サ ー モ
　 １ ８ 　 モ ー タ ー
　 １ ９ 　 吐 出 ダ ク ト
　 ２ ０ 　 吹 き 出 し 口
　 ２ １ 　 吸 い 込 み ダ ク ト
　 ２ ２ 　 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル
　 ２ ３ 　 メ ニ ュ ー 選 択 キ ー
　 ２ ４ 　 メ ニ ュ ー 決 定 ボ タ ン
　 ２ ５ 　 メ ニ ュ ー 表 示 パ ネ ル
　 ２ ６ 　 開 始 ボ タ ン
　 ２ ７ 　 終 了 ラ ン プ
　 ２ ８ 　 保 存 工 程
　 ２ ９ 　 加 熱 工 程
　 ３ ０ 　 沸 騰 維 持 工 程
　 ３ １ 　 冷 却 工 程
　 ３ ２ 　 保 温 維 持 工 程
　 ３ ３ 　 再 加 熱 工 程
　 ４ ０ 　 室 温 セ ン サ ー
　 ４ １ 　 強 制 対 流 式 蒸 発 器
　 ４ ２ 　 送 風 機
　 ４ ３ 　 ダ ン パ ー サ ー モ
　 ４ ４ 　 モ ー タ ー
　 ４ ５ 　 吐 出 ダ ク ト
　 ４ ６ 　 吹 き 出 し 口
　 ４ ７ 　 吸 い 込 み ダ ク ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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